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(時)
	〔主題名〕
教材名
	ね　　ら　　い

★教科・行事等との関連
	主な学習活動

（◎,○ 主な発問）
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	
	
	※　番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	10月
②
	【より良いクラス活動を目指して】
13　全校一を目指して




	○空き缶回収活動の問題点について話し合い，集団の一員としての役割と責任の自覚を深め，協力し合って集団生活の向上に努めようとする意欲と態度を育てる。
(Ｃ よりよい学校生活集団生活の充実)
	１　これまでの自分を振り返る。
２　「全校一を目指して」を読んで話し合う。
◎圭司と悟に欠けていた考えとは，どのようなことだろう。
３　集団での活動をより良くするためにはどのようなことが大切かを考える。
○学級などの集団での活動をより良くするためには，どのようなことが大切だろう。
４　本時のまとめをする。
	②通学路や公園のゴミが落ちている写真を見せ，教材への関心を高めさせる。
③圭司と悟に欠けていた考えはどこかを，グループで司会を決めて話し合わせる。

	③
	【いきいきとかがやいて】
14　「看護する」仕事


	○宮原さんがいきいきと輝いて働いている姿を通して，働くことの喜びは生きがいとなることを理解し，自分の将来の生き方について考えを深めようとする態度を育てる。
(Ｃ 勤労)
	１　現在，興味を持っている職業を聞く。
２　「『看護する』仕事」を読んで考える。
◎どのような喜びがあるから，宮原さんはこの仕事を一生続けていけると思っているのだろう。
３　いきいきと輝いて働くために必要なことを話し合う。
○人がいきいきと輝いて働くために必要なことは，どのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，将来の夢についてのアンケートを取り，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問の考えをワークシートに記述させ，道徳的価値についての考えを深めさせる。


	　④
	【その人が本当に望んでいること】
15-１　その人が本当
に望んでいる　
こと

	○教材の場面を役割演技することを通して，相手の立場や気持ちを考え，思いやりを持って接しようとする意欲を育てる。
(Ｂ 思いやり，感謝)
	１　思いやりに関する意識を問う。
２　「その人が本当に望んでいること」について考える。
　◎由紀さん，香さん，クラスの他の友達の役に分かれて，演じよう。
３　感じたことや気付いたことを発表する。
　○感じたことや気付いたことを書いて，発表しよう。
４　本時のまとめをし，学習問題を設定して次の授業の予告を行う。
	③話し合いの前に，ルールを確認してから話し合わせ,多様な考えがあることに気付かせる。

	11月
①
	【その人が本当に望んでいること】
15-２　思いやりの
日々

	○障害を持つ人と関わった主人公の気持ちを考えることを通して，本当の思いやりとは何かを理解し，温かい人間愛を深め，誰に対しても思いやりの心を持って共に生きようとする心情を育てる。
(Ｂ　思いやり，感謝)
	１　前時の復習をする。
２　「思いやりの日々」を読んで話し合う。
◎本当の思いやりには，どのようなことが大切だろう。
３　本当の思いやりについて考えたことを発表する。
○日々の生活で，あなたが経験した本当の思いやりについて，考えたことを書いて発表しよう。
４　本ユニットのまとめをする。
	①防災副読本（参考資料）２章❶「共に育つ」
③「和威さんが後悔しているのはなぜか」をグループで話し合わせ，考えをホワイトボードなどにまとめ，黒板に掲示しながら多様な考えに触れさせる。

	②
	【家族の思いにふれて】
16　靴


	○外靴の紛失で親に心配をかけまいとする主人公と，どんなことがあっても主人公の味方として支えようとする親の姿を通して，家族の深い愛情に気付くと共に，家族の一員として果たすべき役割や責任を理解し，より充実した家庭生活を築こうとする意欲や態度を育てる。
（Ｃ　家族愛，家庭生活の充実）

	１　自分の生活を振り返る。
２　「靴」を読んで話し合う。
◎「タマゴマン，どんなことがあっても，お父さんとお母さんはおまえの味方だぞ。」という言葉に，お父さんはどのような思いを込めたのだろう。また，タマゴマンはその言葉を聞いてどう思っただろう。
３　家族は深い愛情のもとに成り立っていることについて話し合う。
○あなたが家族の思いを感じたのはどのようなときだろう。それはどのような思いだろう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，将来の夢についてのアンケートを取り，導入で活用する。→家庭の約束事として行っていることについてのアンケートを取り，価値への方向付けを行う。
③自分がタマゴマンだったらどうするか，「事実を話す」
「事実を話さない」について心情円を活用して表現させ，小グループで話し合わせる。

	③
	【クラスの生活をよくするために】
17-１　席替え


	○主人公が席替えのやり直しを提案した理由について話し合い，公正さを重んじることの大切さを理解し，公正，公平な行動を心掛けようとする意欲を育てる。
（Ｃ　公正，公平，社会正義）
	１　自分たちのクラスを振り返る。
２　「席替え」を読んで話し合う。
◎「私」が，再度席替えを提案したのは，どのような理由からだろう。
３　クラスに公正，公平がなぜ必要なのか考える。
○公正，公平なクラスを実現するために，どのようなことに気を付けたらよいだろう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，自分たちのクラスについてのアンケートを取り，導入で活用する。
③「私」や周りの友達の気持ちを考えさせ，様々な視点で問題点を捉えさせながら話し合わせる。

	
　④
	【クラスの生活をよくするために】
17-２　くじ引きの後
の場面をやってみよう
	○くじ引きの場面の役割演技を通して，公正な判断のもとに主体的に行動しようとする意欲や態度を育てる。
（Ｃ　公正，公平，社会正義）
	１　前時の学習を振り返る。
２　「ACTION!」を行う。
３　本時のまとめをする。
	③小グループを作り，役割演技をさせる。役割演技をした生徒だけではなく，見ている周りの生徒にも考えを聞き，様々な立場で話し合わせる。

	12月
①
	【心の弱さを乗りこえるために】
18　銀色のシャープペ
ンシル


	○心の弱さと良心の間で葛藤する主人公に自分を重ね，弱さを乗りこえて人間としてよりよく生きていこうとする態度を育てる。
（Ｄ　よりよく生きる喜び）
	１　自分の経験を振り返る。
２　「銀色のシャープペンシル」を読んで話し合う。
◎「これは前に自分で買ったんだぞ。」と言ったときの「ぼく」は，どのような気持ちだっただろう。
３　心の弱さを乗り越えるにはどうしたらよいか考える。
○心の弱さを乗り越えるためには，どのようなことが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	③心の弱さを乗り越えるためには，どのようなことが必要かを考えさせ，グループで話し合わせる。

	②
	【挑戦し続けること】
19　風を感じて―村上
　  清加のチャレンジ

	○困難や苦難に直面しても，目標の達成に向けて前向きに挑戦し続ける村上清加選手の思いや生き方について考えることを通して，目標に向けて強い意志を持ち，前向きに努力していこうとする心情を育てる。
（Ａ　希望と勇気，克己と強い意志）
	１　挑戦することについて考える。
２　「風を感じて――村上清加のチャレンジ」を読んで話し合う。
◎陸上経験のなかった村上さんが，レースにチャレンジし続けているのはなぜだろう。
３　村上さんの生き方から学んだことを話し合う。
○村上さんの生き方から学んだことはどのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	②パラリンピックの写真等を活用し，教材への関心を高めさせる。
③大事故にあった村上さんの苦難や困難について，自分の考えを持たせてから，グループで話し合い，人間の弱さの部分についての理解を深めさせる。

	１月
①
	【新しいものを生み出すときに】
20　「どうせ無理」と
　   いう言葉に負け
　   ない


	○植松努さんのロケット開発にかける思いを考えることを通して，自分の可能性を追求し，真理を探究し続けようとする意欲を育てる。
（Ａ　真理の探究，創造）
	１　漫画と同じような経験を振り返る。
２　「『どうせ無理』という言葉に負けない」を読んで考える。
◎会社のメンバーがロケットを作ろうとしたのは，どのようなことに気付いたからだろう。
３　新しいものを生み出そうとするときには，どのようなことが必要かを話し合う。
○新しいものを生み出そうとするときには，どのようなことが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	②終末では，学習に関連する資料「植松努さんのからのメッセージ」を活用すると効果的である。
③中心的な発問で出された意見を，KJ法を使い，共通の内容で分類をする。または，「特に説明を聞いてみたい意見はどれか。」と生徒のリクエストを聞き，その意見を書いた生徒に発表させる。


	②
	【情報モラルと友情】
21　短文投稿サイトに　　
友達の悪口を書く　　
と

	○悩みや葛藤を共に乗り越え，友情を深めていくことの大切さに気づき，互いに励まし合い，心から信頼しようとする心情を育てる。
（Ｂ　友情，信頼）
	１　友達がいてよかったことについて振り返る。
２　「短文投稿サイトに友達の悪口を書くと」を読んで話し合う。
◎コウタが，翌日あわててイチロウに電話をしたのは，どうしてだろう。
３　信頼できる友達になるためにどういうことが必要か話し合う。
○信頼できる友達になるためには，どういうことが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	③信頼できる友達になるためにはどんなことが必要かを，「司会カード」に沿って話し合わせる。自分と違う意見もしっかりと聞いて他者理解をすることで，自己理解を深めさせる。

	
③
	【世界の人々とつながる】
22　山岳民族の文化を
守る


	○少数民族の伝統と文化に感動し，それらを世界に発信している山下彩香さんの活動を知ることを通して，他国の伝統を尊重しながら，より良い社会を目指して国際貢献に寄与しようとする意欲を育てる。
（Ｃ　国際理解，国際貢献）
	１　知っている他国の文化を発表する。
２　「山岳民族の文化を守る」を読んで話し合う。
　◎山下さんは，どのような思いから，カリンガ族の人々と関わり，カリンガ族と世界をつなげようとしているのだろう。
３　国際貢献をするために大切なことを話し合う。
　○他国の人々のために何かをしようとするとき，あなたが大切にしたいことはどのようなことだろう。
	②導入で，Google Mapを活用し，ルソン島を確認させる。また，ﾊﾞﾘﾝﾋﾞﾝについても調べさせるか，または，教師が調べたものを提示し，教材への関心を高めさせる。
②「他国の人々のために何かをしようとするとき，あなたが大切にしたいことはどのようなことだろう。」（自己を見つめる発問）を生徒が考えているときに，学習に関連する資料「ﾊﾞﾘﾝﾋﾞﾝの音色」を活用する。

	２月
①
	【公共の精神とは】
23　本が泣いています


	○主人公の悩みをもとに，図書館が抱える問題を話し合う中で，公共の精神についての理解を深め，より良い社会の実現に努めようとする意欲を育てる。
（Ｃ　社会参画，公共の精神）
	１　公共の物の使い方について，一人一人に問題意識を持たせる。
２　「本が泣いています」を読んで話し合う。
◎制約なく自由に利用できる図書館にするためには，利用者はどのようにすることが大切だろう。
３　公共のものや場所を利用するときに心掛けるべきことを考える。
○公共のものや場所を利用するとき，どのようなことを心掛けるべきだろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入で，「本の補修の仕方」（平塚図書館）を活用して，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では，多面的・多角的に道徳的価値について考え，必要に応じて補助発問を活用する。また，自分も公共の施設の在り方に関わる者の一人だという自覚を促し，自分事として話し合わせる。

	②
	【自然の力と向き合って】
24　火の島 


	○作者の感動的な体験や火山噴火の写真から，自然の偉大さに感動し，人間の力を超えた自然の力への畏敬の念を深めようとする心情を育てる。
(Ｄ　感動，畏敬の念)
	１　これまでの経験の中で，自然の偉大さに感動した例について発表する。
２　「火の島」を読んで話し合う。
◎作者が，「絶対に忘れられない感動的な一日になった。」と言うのは，どうしてだろう。
３　自然の力の偉大さについて考える。
○人間の力をはるかに超えた自然の力に出会ったとき，人はどのような思いを抱くのだろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入では，「世界遺産キラウェア火山　地球の歩き方」を活用して，教材への関心を高める。
②自己を見つめる発問で，作者が神聖な場所だと確信した理由を多面的・多角的に考えさせる。



	③
	【人の気持ちが分かる人間を目指して】
25　落語が教えてくれ
　  ること


	○人にはいろいろな見方や考え方があることを理解し，それぞれの個性や立場を尊重しようとする心情を育てる。
（Ｂ　相互理解，寛容）
	１　「落語」に抱いているイメージを確認する。
２　「落語が教えてくれること」を読んで話し合う。
◎甚五郎に「おまえさんのような心から優しい人に出会ったのは初めてだ。」と言われた金兵衛さんは，どのようなことを感じただろう。
３　人の気持ちを考えるために必要な心掛けについて考える。
○日常の中で相手の気持ちを「想像」するとき，どのようなことを心掛けることが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	②終末で，「柳家花緑さんの落語とメッセージ」を活用する。
③中心的な発問では，自分の考えをノートに記入させる。自分の考えを持ってから，グループで話し合わせる。


	
④
	【生きることのすばらしさを感じて】
26　花に寄せて


	○絶望からはい上がって絵を描き続ける
主人公の生き方に共感し，困難や障害
を乗り越え，人間としての誇りを持っ
て，よりよく生きていこうとする態度
を育てる。
（Ｄ　よりよく生きる喜び）
	１　星野さんの作品を見て，教材への関心を高める。
２　「花に寄せて」を読んで話し合う。
◎星野さんの作品が人々に感動を与えるのは，なぜだろう。
３　人間としてのより良い生き方について考える。
○人間として生きることのすばらしさを感じるのは，どのようなときだろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入では，富弘美術館HPを活用し，教材への関心を高めさせる。
②終末では，「星野富弘の歩み」の文章や絵を大型テレビに映して，自己の生き方につなげさせる。

	３月
①
	【自然とのつながりを考えよう】
27　桜に集う人の思い

	○復興を願って桜や梅を植樹する人々の思いを感じ取り，自然環境を大切にしようとする心情を深め，進んで自然の愛護に努める態度を育てる。
（Ｄ　自然愛護）
	１　漫画を読んで，問いかけについて考える。
２　「桜に集う人の思い」を読んで話し合う。
◎東日本大震災の被災地の復興を願って，桜や梅が植樹されたのは，人々のどのような思いからだろう。
３　私たちと自然とのつながりを感じるのはどのようなときか話し合う。
○私たちと自然とのつながりを感じるのは，どのようなときだろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入では学習に関連する資料「佐野藤右衛門」を活用し，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では，ねらいとする道徳的価値について多面的・多角的に考え，人々の桜に込めた願いについて話し合わせる。


	②
	【日本の伝統と文化にふれて】
28　古都の雅，菓子の
　  心


	○悩みながらも京菓子を作り続ける富藏さんの生き方について話し合い，優れた伝統や文化を育んできた先人たちの努力や精神を理解し，それを継承し発 展させていこうとする心情を育てる。
  (Ｃ　我が国の伝統と文化の尊重，　　国を愛する態度)
	１　もてなしの心について考える。
２　「古都の雅，菓子の心」を読んで話し合う。
◎富藏さんの作る菓子が父のものと比較されなくなったのは，なぜだろう。
３　日本の伝統や文化で，守り伝えていきたいものについて話し合う。
○優れた日本の伝統や文化で，守り伝えていかなければならないものには，どのようなものがあるだろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入で，「山口富藏インタビュー」を活用し，教材への関心を高めさせる。






仙台版スタンダードカリキュラム題材の指導計画
